
─ 101 ─

中学校体育におけるアダプテーション・ゲームの実践 
村瀬浩二（和歌山大学教育学部教授） 

海南市立巽中学校 西脇公孝教諭 
【目的】 

アダプテーション・ゲーム（Henninger & 
Richardson,2016）は、「誰もが全力で参加で

きること」を目指し、ルールを調整（アダプ

テーション）するゲームである。従来、学校

体育の現場では、運動の苦手な生徒のために

ルールを調整する方法が多く行われてきた。

しかし、運動の苦手な生徒はこのような調整

を行っても、やはり積極的に参加できないこ

とがある。また一方で、あまりに簡単な用具

や種目にしてしまうことで、運動の得意な生

徒が手加減するといった「吹きこぼれ」を生

み出すことがある。このような状況を調整す

るために考えられたゲームが、アダプテーシ

ョン・ゲームである。このアダプテーション・

ゲームでは「負けたチーム」が、教師の提示

するルール調整リストから適切なルールを選

び、「勝ったチーム」に要求する。これによっ

て「全員が思いきり参加できるゲーム」を目

指す。ルールのアダプテーション（調整）内

容は、教師によってリスト化される。例えば、

サッカーであれば、ゴールを広くする、タッ

チ数を限定（1 タッチまたは 2 タッチ）する、

ネット型であればボールタッチ後すぐにエン

ドラインを触る、コートを狭くするなどであ

る。この調整リストから生徒自身が適切な要

素を選ぶことで、自身のチームと相手チーム

の能力を比較し、自身のチームの短所や長所

を意識し、短所を補う方法や長所を伸ばす方

法を考えることができる。また、このような

調整を単元のなかで実践することで、自身の

チームを理解し、適切なアダプテーションを

要求できるようになる。このように、ゲーム

の調整を生徒自身が行うことで、思考力・判

断力・表現力を育み（Richardson,2013）、生

涯スポーツ場面で再生可能なスポーツへの参

加能力を育成することがアダプテーション・

ゲームの目的である。 
さらに梅澤（2019）は、より個人化したア

ダプテーション・ゲームを提唱した。例えば、

車椅子の A さんの持ったボールは、5 秒間取

りに行けないなどである。また、このような

ルール調整は複式学級においても行われる

(村瀬,2018)。それは人数の少なさや、学年差

による技能差によって、勝敗よりも「全員が

楽しめる」ことを重視する雰囲気を生み出し、

子ども自身がゲームの調整を行う。つまり、

これらは様々な「差」子ども自身によって埋

めようとする営みである。 
このような調整は、性差により体力差が明

確となる中学校においてより必要となるであ

ろう。そこで、海南市巽中学校の 2 年生バス

ケットボール単元において、アダプテーショ

ンを取り入れた。 
【方法】 

海南市立巽中学校において、2019 年 1 月～

2 月に賭けて実践された男女共習のバスケッ

トボール単元において、アダプテーション・

ゲームを実践した。 
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小学校体育におけるネット型ゲームの実践 
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【目的】 
小学校におけるネット型ゲームの多くは、

バレーボールとして実践されている。バレー

ボールはゴール型種目と比較して、ボール操

作に難しさがある。例えば、それは保持でき

ないこと、２回触れないこと、触球回数が３

回に限定されていることなどのルールによっ

て生み出されている。また、バレーボールは

他のネット型と比較しても違いがある。テニ

スや卓球、バドミントンのようなテニス型は、

ボールの飛来した方向へ返球によってゲーム

は成立する。さらに、相手コートの空きスペ

ースを認識し、攻撃することがテニス型の学

習内容となろう。このような動作は、視野の

中で判断し、意思決定するものである。しか

し、バレーボール型は、レシーブ、トス、ア

タックの 3 段攻撃が許されている。この連携

攻撃を生み出す点に、協力や共同といった学

習内容が含まれる。このような仲間同士の連

携を伴う 3 段攻撃を行うためには、次のパス

方向にいる味方に攻撃させる場面を想像し、

それを実現するために打ちやすいパスを出す

必要がある。そのため、仲間と協力して「攻

撃を組み立てる」というバスケットボールや

サッカーなど、ゴール型に通じる能力も必要

とされる。 
また、バレーボールはバスケットボールに

おいて行われる味方同士の連係攻撃を、コー

トを分割することで相手プレーヤーに邪魔さ

れず行えるよう開発されたゲームである。そ

のため、ボール操作は持てない、2 回触れな

いといったルール上の制約を加えることで、

ボール操作の難しさをゲーム中の課題として

いる。 
このような種目特有の意思決定能力やボー

ル操作の難易度を必要とするバレーボール型

を実践するにあたり、レシーブやトスといっ

たボール操作を簡略化するために、キャッチ

バレーボールやワンバウンドバレーボールが

行われることが多い。しかし、このような簡

略化はバレーボール本来のリズムや、ボール

操作前の意思決定を育むのには不十分ではな

いか。 
そこで筆者は附属小学校と共同で、小学校

4 年生を対象にボール操作を簡略化し、意思

決定能力を育みやすいことに焦点化した「ビ

ーチバレーボール」を実践してきた。本稿は

通算 3 回目となるビーチバレーボールの実践

報告である。 
 

【方法】 
2018 年 11 月～12 月において和歌山大学附属

小学校の 4 年生において行なわれた。 
【簡略化した用具及びルールの概要】 
・人数･･･2vs2 
・ボール･･･50 グラムの軽量バレーボール

（MOLTEN KVN50） 
・サーブ･･･相手チームからアンダースローに

よる投げ入れでゲームを開始 
・三段攻撃による得点は 2 点とする 

人数を 2vs2 とすることは、ペアの触った次

のプレーを、必ず自身の役割が発生すること

を意味する。これは、ゲーム内の行動を明確

にし、意思決定の強調・簡略化を図ることが

できる。 
またボールの軽量化は、ボールの測度を低

下させ、片手でも扱えることでボール操作の

簡略化となる。 
サーブの投げ入れと 3 段攻撃における得点
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の増加は、仲間との協力において攻撃を組み

立てる攻撃場面への価値付けを図ったもので

ある。 
 
【測定項目】 

授業のビデオ撮影を行い、3 コートで実施

されるゲームにおいて 2 段攻撃と 3 段攻撃発

生数をカウントした。また、単元の前後にお

いて体育勤勉性尺度（村瀬ほか 2017）と運動

有能感（岡澤、1996）を測定した。体育勤勉

性尺度は体育への没頭度や挑戦など、夢中に

なって取り組めた度合いを測定するものであ

る。 
 
【結果】 

図 1 は体育勤勉性尺度（2017）を単元の前

後で比較したものである。前後比較の結果、

どの因子においても有意な変化は認められな

かった。 

このことは、児童にとって夢中に慣れた時

間が少なかった単元と言うことができよう。

また、運動有能感も有意に向上していない。

このことは、技能の向上を実感しづらかった

単元と言うことができる。その原因を授業実

践の経過から振り返ってみる。 
第 1 時 導入 
第 2 時 3 段攻撃を決めるには？ 
第 3 時 3 段攻撃を決めるには？  
第 4 時 2 段攻撃を決めよう 
第 5 時 2 段攻撃を決めよう、パスドリルの

導入（円陣パスの回数を数えるゲーム） 
第 6 時 2 段攻撃から 3 段攻撃へ 
第 7 時 3 段攻撃を決めよう 

この単元では、当初から 3 段攻撃に価値付

けを行っている。例えば、導入時の第 1 時に

おいて子ども達にバレーボールでやってみた

いことを引き出し、「アタック」の回答を得た。

次の第 2～3 時は、アタックをどのようにして

実現できるか発問し、3 段攻撃を行うことに

価値付けしている。しかし、この課題が第 4
時では 2 段攻撃に変更されている。これは、

第 3 時で初めてゲームを行った段階で、子ど

も達から「1 本で返した方が得点できる」と

言う意見が生まれ、1 本返しの場面が多く見

られたためである。表 1 には第 3 時から第 7
時までのゲーム中における 2 段攻撃、3 段攻

撃といった連携攻撃の発生数を示す。ゲーム

は 3 分×4 セット×3 コートで行われた。 
 
表 1 第 3 時から 7 時までの連係攻撃発生数 

 3 時 4 時 5 時 6 時 7 時 

2 段攻撃 6 42 28 52 78 
3 段攻撃 1 11 11 7 30 

 
そこで、教師は 3 段攻撃の点数を増やす、2

段攻撃、3 段攻撃のみを得点とするといった

働きかけを行った。また、第 5 時から円陣パ

スによるパスドリルを取り入れた。これらの

働きかけにより、第 6 時以降は連係攻撃の数

が向上している。最終的には 3 段攻撃が 30
回、つまり 1 セット（3 分）あたり 2.5 回は

発生した。 
この連係攻撃の発生数に影響した教師の働
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4.00

事前 事後

図 1 単元前後における体育勤勉性因子

の比較 
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きかけは何か。2 段攻撃や 3 段攻撃のみをカ

ウントするといった連係攻撃への価値付けは、

過去 2 年間の実践では行ってこなかった。し

かし、過去 2 年間において連係攻撃は十分に

確認できた。一方、本実践では一本で返す攻

撃が子ども達の間で優位となり、より簡単に

得点を取れる方向を選んだと解釈できよう。

つまり、これは仲間同士で 2 段攻撃または 3
段攻撃を組み立てて失敗するよりは、1 本で

相手コートに返した方が得点できるという子

ども達の学びである。これは、「仲間で連係攻

撃の組み立てを楽しむ」という本実践のねら

いが、子ども達に伝わっていないことと、そ

れを実現できないという子ども達の見通しか

ら生まれたと解釈できる。そこで、本実践に

おいて連係攻撃を増やす起点となったのは、

パスドリルの導入であった。5 時間目にパス

ドリルを導入した後の連係攻撃は、2 段・3
段ともに増加した。 

本実践ではボールを 50g にすることで、ボ

ール操作の簡略化を図っているが、それでも

ボールを保持できない、2 回連続して触れな

いというボール操作は、子ども達にとって新

奇なボール操作である。そこで、3 段攻撃を

行うための技能保証は、パスドリルを行うこ

とで、技能の向上を図った。 
実際に、パスの練習を積極的に取り入れて

いた 4 年生の隣のクラスでは、単元序盤から

3 段攻撃が多く行われていた。同様に、以前

の実践においても、パスを多く行っていたク

ラスでは多くの 3 段攻撃が行われていた。つ

まり、ボール操作を簡略化したとは言え、新

奇なボール操作を必要とするこのゲームは、

序盤からパスによる技能向上を図る必要があ

ったと言えよう。 
 
【総合考察】 

本実践で子ども達の勤勉性や有能感が向上

しなかった。これは、単元序盤における子ど

も達の学びと、教師の方策がミスマッチした

ことから起きたと考えられる。つまり、単元

序盤において子ども達の持った学びは、得点

をするためには自コートで何回もボールを回

すより、一本で相手コートに返した方が点を

取りやすいことであった。このようなボール

操作のうまくいかない段階では、このような

学びが起きて当然であろう。それに対して、

教師の 3 段攻撃への価値付けは子どもにとっ

て難しいものと感じられたと推測できる。そ

れが、終盤の連係攻撃の増加にもかかわらず、

勤勉性や有能感を高められなかった原因であ

ろう。 
 
【要約】 

小学校 4 年生において軽量ボールを用いた

バレーボール実践は、協力や協働といった仲

間同士の連携を生み出し、その役割や意思決

定の学習をねらいとした。実践では 3 段攻撃

への価値付けや、連係攻撃のみを得点とする

ルールの修正を行ったが、子ども達の学びと

のミスマッチが起きていた。このことが、勤

勉性や有能感に有意な変化を与えられなかっ

た原因となったと考えられる。教師のねらい

と子ども達の学びを一致させるためには、単

元序盤からパスを積極的な導入することによ

るボール操作能力の技能保証が必要であった。

そのことによって、3 段攻撃への価値付けが

有効になるであろう。 
 
【文献】 
村瀬浩二・安部久貴・梅澤秋久・小坂竜也・

三世拓也 (2017) 小学校体育授業における体

育勤勉性尺度の開発. スポーツ教育学研究 , 
37(1)： 1-17. 
岡澤祥訓・北真佐美・諏訪祐一郎 (1996) 運
動有能感の構造とその発達及び性差に関する

研究. スポーツ教育学研究, 16(2)：145-155. 


